
3ヶ月 3年 設定来

2.40% 2.12% 45.68% 65.49%

1ヶ月

※上記グラフは設定日から報告基準日までのデータを表示しています。
※1口当たり純資産価格の騰落率と実際の投資家利回りは異なります。
※上記は過去の実績であり、将来の運用成果を示唆、保証するものではありません。
※1口当たり純資産価格は管理報酬等控除後のものです。

1口当たり純資産価格の騰落率

円建（ヘッジなし）クラス 6.27%

6ヶ月 1年

16.56%
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ケイマン籍／契約型／追加型外国投資信託

グローバル・M&Aオポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券／円建（ヘッジあり）クラス受益証券

ファンドの特色

運用実績〈米ドル建クラス〉

1ヶ月

米ドル建クラス

3年 設定来

0.31% 0.92% 5.77% 3.49%

運用実績〈円建（ヘッジなし）クラス〉

1口当たり純資産価格および純資産総額の推移

3ヶ月 1年

1口当たり純資産価格および純資産総額の推移

6ヶ月

3.11% 18.87%

1口当たり純資産価格の騰落率

ファンドデータ

65.12百万米ドル

決算日

信託期間

信託証書の日付（2019年10月18日）に開始し、当

該日付の150年後に終了する期間の最終日の前日
に終了する期間が満了した時に、終了します。（繰
上償還の場合を除く）

毎年12月31日

1口当たりの
純資産価格

純資産総額

118.87米ドル

設定日 2019年12月6日

ファンドは、特化型運用を行います。

ファンドデータ

180.8億円

決算日

信託期間

信託証書の日付（2019年10月18日）に開始し、当

該日付の150年後に終了する期間の最終日の前日
に終了する期間が満了した時に、終了します。（繰
上償還の場合を除く）

毎年12月31日

1口当たりの
純資産価格

純資産総額

16,549円

設定日 2019年12月6日

■ 主として、公表された合併、買収または支配権をめぐる案件にかかる有価証券への投資を通じて、投資目的を達成することを追求します。

■ 主に公表後の案件に対するマージャー・アービトラージ戦略（合併裁定戦略）を追求します。

■ ファンドは、日本証券業協会によって公表された指針における「特化型運用ファンド」です。一般的に、「特化型運用ファンド」とは、「支配的な銘柄」が存

在し、または「支配的な銘柄」が存在する可能性が高い投資ファンドをいいます。

■ ファンドの運用はUBSグループの資産運用部門であるUBSアセット・マネジメント・グループに属しているUBS オコーナー・エルエルシーが行います。

資金動向、信託財産の規模、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。
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※構成比は、純資産総額に占める買収先企業のロングポジションの割合です。
※案件総数は買収先企業のロングポジションをカウントしています。またSPACについてはファンド内における全SPAC取引を1件としてカウントしてい
ます。
上記の運用実績は基準日時点におけるデータであり、将来の成果を示唆・保証するものではなく、市場動向等により変動します。また、ポートフォリオ
の内容は市場動向等を勘案して随時変更されます。また、いかなる個別銘柄の売買、ポートフォリオの構築、投資戦略の採用等の行為を推奨するも
のではありません。

※資産構成比は、純資産総額に占めるグロスポジ
ションの割合です。
※上場株式には信用取引・上場オプションも含みま
す。
※SPACとは、企業買収を事業目的とし設立された
特別目的会社で設立者がIPOを通じ企業買収資金
を調達する投資ビークルです。Special Purpose
Acquisition Companyの略称です。
※CFD（差金決済）とは、有価証券の受渡しを行わず
に、売買価格差等に相当する金銭の授受のみによ
り差金決済するデリバティブ取引のことを指し、グロ
スでのポジション量を示しています。

計 150.5%

組入上位5ポジションの概要（株式）（案件総数：57銘柄）

ヘス

東芝

カルナ・セラピューティクス

日本産業パートナーズ 3.5%

ブリストル マイヤーズ スクイブ 4.5%

2 シスコシステムズ 13.8%

3 シェブロン 9.8%

4

1 エクソンモービルパイオニア・ナチュラル・リソーシズ 16.5%

5

3.0%

米国およびカナダ

※上記グラフは設定日から報告基準日までのデータを表示しています。
※1口当たり純資産価格の騰落率と実際の投資家利回りは異なります。
※上記は過去の実績であり、将来の運用成果を示唆、保証するものではありません。
※1口当たり純資産価格は管理報酬等控除後のものです。

買収先企業 買収元企業

125.6%

構成比

※国・地域別構成比率は、純資産総額に占める割合です。
※表示桁未満の数値がある場合、四捨五入で処理しています。
※「グロス」はロング+ショートの総ポジション量、「ネット」はロングからショートを差引いたポジション量を示し
ます。
上記の運用実績は基準日時点におけるデータであり、将来の成果を示唆・保証するものではなく、市場動
向等により変動します。また、ポートフォリオの内容は市場動向等を勘案して随時変更されます。

6.4%

その他

150.5%38.3%

運用実績〈円建（ヘッジありクラス）〉

計 112.2%

SPAC

西欧州 5.7%債券

日本 6.9%CFD(差金決済）

1.0%

アジア（日本を除く） 1.2%キャッシュ等

ポートフォリオの状況

国・地域

円建（ヘッジあり）クラス

1口当たり純資産価格の騰落率

6.9% 6.9%

1.0%

-5.51%

1口当たり純資産価格および純資産総額の推移

74.0%

0.0%

0.0%

0.0%

グロス

9.5%

-0.27%

1ヶ月

-0.20% -0.66%

97.4% 34.4% 131.9%

1.0%

1.8%

ネットショート

63.0%

3.8%

1.2%1.2%

ロング上場株式

6.9%

8.6%

3ヶ月 3年 設定来

7.21%

スプランク

6ヶ月

0.05%

1年

資産構成比 国・地域別構成比率

ファンドデータ

74.4億円

決算日

信託期間

信託証書の日付（2019年10月18日）に開始し、当該日付

の150年後に終了する期間の最終日の前日に終了する期

間が満了した時に、終了します。（繰上償還の場合を除く）

毎年12月31日

1口当たりの

純資産価格

純資産総額

10,721円

設定日 2019年12月6日
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※上記のデータや、今後の見通しと運用方針は、本資料作成時点のものであり、将来の動向や結果を示唆、保証するものではありません。また、将来予告なしに変更する
場合もあります。

基準

※案件グレード別構成比は、ロングポジション
全体に対する各グレードの比率を表示してお
ります。

今月の運用実績

今後の見通しと運用方針

グレード5 期間の定めのない潜在的な企業イベントを含む取引
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グレード1

グレード2

グレード3

グレード4 3 ヵ月以内の企業イベントに着目した取引

案件成立の可能性：中

案件成立の可能性：中から高

案件成立の可能性：高

案件格付け

2月のスプレッドのボラティリティは難しい市場環境をもたらしましたが、プラスリターンで終えられたことに安堵しています。既存ポジションにお

いては割安且つ魅力的な水準でポジション積み増すとともに、新規発表案件のみならず、これまでスプレッドが過度にタイト（割高）すぎると見

ていた発表済案件の新たなポジション組成を行いました。当月は新規で11ポジションを追加しました。また、2023年下半期における新規発表

案件の増加は、M&A市場の好転の始まりと当社は見ています。その要因として、ターミナルレートに到達後、ようやく安定したベース金利、企

業マインドの高まり、そしてバリュエーションの透明性向上が挙げられます。同時に、スプレッドは規制当局リスクを要因にワイドな状態が続い

ており、引き続き過去の水準と比べてもワイドとなっています。但し、このスプレッドについては、過度なリスクを織り込みすぎていると当社として

は見ています。当社は、市場環境がパンデミックの大混乱以来の割安且つ魅力的な状況であると考えており、機会を見て、引き続きポジション

積み増し、更にレバレッジ引き上げの可能性を検討しています。

案件グレード別構成比 案件格付け 基準

2月の当戦略の運用成績は、スプレッドの拡大によって生じた時価評価損を2つの確信度の高いポジションにおけるポジティブリターンで打ち

返し、全体ではプラス圏で終えました。今月は、市場関係者の多くが保有する大型案件のスプレッドが拡大しましたが、中でもクローガーによ

るアルバートソンズ買収案件は予想されていた米連邦取引委員会（FTC）による買収阻止を企図した提訴が発表されたことで拡大しました。ま

た、エネルギーセクターの多くの案件もスプレッドが拡大しました。その主要因は、シェールオイルの一大産地であるパーミアン盆地の権益が

絡む買収案件に対し、FTCが複数の対抗措置を講じる可能性があるとの報道があったことが挙げられます。また、個別案件について見ると、

シェブロンによるヘス買収案件において、シェブロンが提出したS-4ファイリング（買収合併案件の際に米証券取引委員会（ＳＥＣ）宛に行われ

る手続・提出書類）よりガイアナ沖スターブルーク鉱区にある油田におけるヘスの共同操業契約並びにヘス保有資産に対するエクソンモービ

ルの優先先買権と予期せぬ懸念が明らかになったことでスプレッドは拡大しました。これら注目すべきヘッドラインにもかかわらず、当戦略は

採用している案件グレード付与のリスク管理フレームワークが奏功し、各案件のポジションが抑制されたことに加え、割安且つ魅力的なスプ

レッド水準で機動的にポジションを積み増しました。この結果、当ファンドへの全体的な影響は軽微に止まりました。追い風となった材料に目を

向けると、買収完了までの時限・期間動向が挙げられます。この時限・期間は、ベース金利が高い現在の環境下においてはより考慮すべき事

項でありますが、独占禁止法のリスクに対する懸念から、買収者の手引きがクロージングまでのタイミングを保守的（長め）に見積もる方向に

偏っており、買収完了までの期間を短縮することで利益を得る潜在的なポジティブ・オプショナリティをもたらしています。この現象が見られた

のがアッヴィによるイミュノジェン買収案件であり、ハート・スコット・ロディーノ法（HSR）の審査が長い事前通知期間を経て期限が到来しました。

当該案件は、一見、重大な抵触問題がないようでしたが、アッヴィが規制当局に敵対的であるという市場の見方から二次審査が行われる可

能性をスプレッドに織り込み済みであり、結果的に買収完了まで当初予想比長めの時間を要するとの観測でした。しかしながら結果的に、こ

の買収はHSR法による審査終了後まもなく、事前予想より5ヶ月早く完了し、相対的に広いスプレッドを獲得できました。当戦略が保持する最

大のポジションであるシスコシステムズによるスプランク買収案件も、欧州委員会への届出が予想より早く行われ、月後半にはシスコシステム

ズが第1四半期末または第2四半期初頭までに取引を完了させると発表したため、同様に買収完了までの時限・期間動向の後押しを受けまし

た。この発表は、取引が英国競争・市場庁（CMA）に申請される必要のないことを示唆するものと見られ（要申請であれば買収完了時期の後

ろ倒し材料）、また欧州共同体（EC）は予想よりも早く取引を承認する方向との見方もあり、当初買収完了予定（2024年8月）よりほぼ半分の時

間で買収完了となる可能性があります。

グレード2

22.1%

グレード3

68.1%

グレード4

9.5%

グレード5

0.4%



「リスクに対する管理体制」等については、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
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当ファンドにかかる主なリスクは次の通りです。ただし、すべてのリスクについて記載されているわけではありません。

ファンドの主なリスク

その他の留意点

■マージャー・アービトラージに関するリスク
ファンドは、そのマージャー・アービトラージ投資に関して、提案された取引が完了しなかった場合、一般的に、多額の損失を被る
可能性があります。

■株式証券に関するリスク
ファンドは株式証券および株式派生商品に投資する場合があります。これらの金融商品の価値は、一般に、発行体のパフォーマ
ンスや株式市場の動きによって異なります。管理会社の期待とパフォーマンスが異なる発行体の株式商品に投資する場合、また
は株式市場が一般的に単一の方向に動いた場合、ファンドは損失を被る場合があります。

■空売りに関するリスク
空売りとは、ファンドが所有する場合も所有しない場合もある有価証券を売却し、購入者に引き渡すために同じ有価証券を借りる
ことを含み、借りた有価証券を後日置き換える義務があります。空売りは、理論的には、対象有価証券の価格は制限なく上昇し、
無限の損失のリスクを生み出します。

■デリバティブ・リスク
ファンドは、投資目的および/またはヘッジ目的で、オプション、スワップおよび他のデリバティブ商品を締結する場合があります。
一定のオプション、スワップその他のデリバティブ商品は、市場リスク、流動性リスク、取引相手方の財務状況や信用力に関連す
る不履行のリスク、法的リスク、業務リスクおよび時間の経過による価値の損失等、様々なリスクにさらされる場合があり、これら
のリスクによりファンドが損失を被る可能性があります。

■レバレッジ・リスク
レバレッジの利用はファンドの利益を増加させる場合がありますが、ファンドは信用リスク、カウンター・パーティー・リスク、より大
きな市場リスクおよびより高い経常費用にさらされ、レバレッジされた資産の損失を拡大させます。

■通貨リスク
ファンドは、その資産の一部を非米国通貨建て商品に投資する場合があります。ファンドの投資がヘッジされない場合には、ファ
ンドの資産の価値は、米ドル為替相場ならびにファンドの多様な現地市場および通貨への投資の価格変動に伴い上下します。

■通貨ヘッジに関するリスク
円建（ヘッジなし）クラス受益証券について、ファンドはいかなる通貨ヘッジも行いません。円建（ヘッジあり）クラス受益証券につ
いて、ファンドは、管理会社の裁量により、通貨ヘッジを締結することにより、為替レートの変動が日本円の価値に及ぼす影響を
軽減または最小化することを試みる場合があります。一般的に、円建（ヘッジあり）クラス受益証券は、当該通貨ヘッジのコストを
負担します。

■流動性リスク
ファンドの受益証券は自由に譲渡できません。受益者は、重要な事前の書面による通知を行うことでのみ、受益証券の買戻しの
請求をすることができますが、全体としての買戻制限額の対象となります。さらに、ファンドは、一定の場合には、買戻しまたは買
戻代金の支払いを停止する場合があります。

■システム・リスク
管理会社および他のサービス提供会社が使用するプログラムまたはシステムは、欠陥、故障、停止の対象となる場合がありま
す。当該欠陥、故障、中断およびセキュリティー違反は、ファンドおよび/またはその投資者に対し重大な悪影響を有する可能性
があります。

すべての投資にはリスクが伴います。ファンドへの投資の価値および投資に対して受領するリターンの額は、日々、時間とともに
変動する場合があります。ファンドへの投資の一部またはすべてを失う場合があり、また、他の同様の投資のように成功しない場
合があります。ファンドへの投資に係るリスクの概要は以下のとおりですが、ファンドへの投資に関連するリスク要因の網羅的な
リストではありません。ファンドへの投資を決定する前に、投資者が金銭を失う場合があるファンドへの投資に伴うこれらのリスク
要因を入念に検討ください。さらに、とりわけ合理的に予見可能でない、または本書の日付現在ファンドに適用されないリスクが
あるため、ファンドへの投資は、以下にて開示されていない一定の他の重大なリスクにさらされる場合があります。ファンドがその
投資目的を達成できるという保証はありません。

投資者の皆様の投資元本は保証されているものではなく、受益証券の各クラスに帰属すべき受益証券1口当たり純資産価格の
下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。受益証券の各クラスに関して、受益証券のかかるクラスに帰属す
べき運用および為替相場の変動等による損益は、すべて受益証券のかかるクラスの投資者の皆様に帰属します。投資信託は預
貯金と異なります。

※ファンドのリスク要因は上記のものに限られません。詳細は、請求目論見書の該当箇所をご参照ください。

ファンドの受益証券のお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用はありません。
ファンドの受益証券のご購入およびご換金（買戻し）が可能な日は限定されており、特定日のみご購入およびご換金（買戻し）が
可能となります。
またファンドの受益証券のご購入およびご換金（買戻し）には事前のお申込みも必要です。



5万口以上10万口未満

ご換金
（買戻し）手数料

買戻手数料は課せられません。

年率1.10％

年率0.07％（年間最低140,000米ドル）

■ 投資者が信託財産で間接的に負担する費用

手数料等

管理報酬

受託報酬

お客様向け資料（月報） 5/6　［基準日 ： 2024.02.29］

ファンドの費用

当ファンドの購入時や保有期間中には以下の費用がかかります。

■ 投資者が直接的に負担する費用

3.30％（税抜3.00％）

投資家は、以下の左の欄に記載された受益証券の対応する総口数の購入に関して、以下の右の欄に記載された受益証券
の発行価格に対する料率の申込手数料を（購入した受益証券の発行価格に加えて）お支払いいただきます。

ご購入
（お申込み）

手数料

1.65％（税抜1.50％）

1万口未満

1万口以上5万口未満

申込手数料率申込口数

かかる申込手数料は、販売会社に対して支払われます。上記にかかわらず、管理会社お
よび日本の販売会社が、当該管理会社および販売会社の間の個別契約により別途合意
した場合は、当該契約を適用することができます。申込手数料は、商品および関連する投
資環境の説明および情報提供等ならびに購入に関する事務手続の対価です。

0.825％（税抜0.75％）

0.55％（税抜0.50％）10万口以上

※投資者の皆様にご負担いただく手数料などの合計額については、ファンドの純資産総額、パフォーマンス等によって異なりますので、表
示することができません。

詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

年率0.50％

年間10,000米ドル

管理事務代行報酬

ファンドに係る報酬・費用等

代行協会員報酬

新規利益の15%に等しい成功報酬※

報酬料率

年率0.10％

設立費用およびその他の費用（税金、銀行および証券業者の手数料、保険料、弁護士費用、監査費用、印刷費用など）は、ファンドの
信託財産から支払われ、間接的に投資者が負担することになります。

※「新規利益」は、特定の日付時点における適用あるクラス受益証券の１口当たり純資産価格（当該時点で計算される成功報酬を控除する前）が当
該日時点における適用あるクラス受益証券の１口当たりハイ・ウォーター・マークを上回る金額（もしあれば）です。

成功報酬

販売報酬



ご換金
（買戻し）価格

原則として、取引日（暦月の最終営業日）の５営業日前の日の午後４時（日本時間）まで。なお、お申込
期限までの日本における5営業日の間にお申込み／ご換金請求を受け付けます。

（ｉ）（ａ）ニューヨーク、ロンドン、ダブリン、東京およびケイマン諸島で銀行が営業を行う日ならびに（ｂ）
ニューヨーク証券取引所（NYSE）、ロンドン証券取引所（LSE）および東京証券取引所（TSE）（以下、個
別に「取引所」といいます。）が営業を行う日または（ⅱ）管理会社がその裁量で決定するその他の日で
す。ニューヨーク、ロンドン、ダブリン、東京もしくはケイマン諸島の銀行が平日に臨時休業した場合およ
び／または取引所が平日に臨時休業した場合、受託会社は、管理会社と協議の上、当該日をファンド
に関する営業日とみなすか否かを決定します。

該当する費用（成功報酬および管理報酬を含む。）の発生後の該当する買戻日（暦月の最終ファンド営
業日）における受益証券１口当たり純資産価格

収益分配

信託期間

買戻代金は、一般的に、買戻しの注文の成立を日本における販売会社が確認した日（国内約定日）
（通常、取引日の日本における翌々営業日）から起算して日本における４営業日目（受渡日）までに、投
資者に支払われます。

管理会社は、一定の受益証券のクラスにつき、分配を行うことができます。しかし、現在受益証券に関
して分配を行う意図は無く、分配は一切予定されていません。

ファンドが取引日1日で1億5,000万米ドルを超える買戻請求を受領した場合、受託会社は、その裁量に

より、1億5,000万米ドル（または管理会社が、受託会社と協議の上、決定するこれより多い金額）がファ
ンドから買い戻されるよう、買戻請求金額に応じてすべての買戻請求を比例按分して減額することがで
きます。

決算日 毎年12月31日

ファンド営業日

ファンドは、交付目論見書の「繰上償還」に記載されるいずれかの事由が発生した場合を除き、信託証
書の日付（2019年10月18日）に開始し、当該日付の150年後に終了する期間の最終日の前日に終了
する期間が満了した時に、終了します。

ご換金
（買戻し）代金

ご換金
（買戻し）制限

ご購入／ご換金請求
締切時間

ご購入
（お申込み）単位

500口以上1口単位

1口以上1口単位
ご換金
（買戻し）単位

ご購入
（お申込み）価格

取引日（暦月の最終ファンド営業日）の1口当たり純資産価格

投資者は、申込みの注文の成立を日本における販売会社が確認した日（国内約定日）（通常、取引日
の日本における翌々営業日）から起算して日本における４営業日目（受渡日）までに、申込金額および
申込手数料を支払うものとします。

ご購入
（お申込み）代金

お客様向け資料（月報）6/6　［基準日 ： 2024.02.29］

お申込メモ

ケイマン籍オープン・エンド型契約型公募外国投資信託
（米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券／円建（ヘッジあり）クラス受益証券）
※ファンドのクラス間のスイッチングは行われません。

2019年12月6日設定日

ファンド形態

課税上は公募外国株式投資信託として取り扱われます。
ただし、将来における税務当局の判断により、これと異なる取扱いがなされる可能性があります。

本資料は金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。本資料は投資家の皆様向けに本ファンドの運用状況を開示するため、UBSオコー
ナー・エルエルシーからの情報をもとにＳＭＢＣ日興証券株式会社が作成したものです。本資料に記載された運用実績は過去のものであり、将来の
運用成果等を保証するものではありません。本資料に記載された市場やポートフォリオの見通し等は本資料作成時点でのUBSオコーナー・エルエ
ルシーの見解であり、将来の市場の動向等を保証するものではありません。また、将来、予告無しに変更される場合もあります。騰落率は実際の投
資家利回りとは異なります。投資信託は金融機関の預金と異なり、元本および利息の保証はありません。投資信託は、預金保険機構、貯金保険機
構、保険契約者保護機構の対象ではありません。 また、銀行など登録金融機関で購入された場合、投資者保護基金の支払の対象となりません。

※ファンドをお申込の際には、ＳＭＢＣ日興証券株式会社より投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず詳細をご確
認のうえ、お客様ご自身でご判断下さい。

ＳＭＢＣ日興証券株式会社
金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第2251号
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、
　　　　　　 一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会

課税関係

ファンドの関係法人

日本における販売会社
および代行協会員

管理事務代行会社 MUFGオルタナティブ・ファンド・サービシズ（アイルランド）リミテッド

受託会社 AFSコントロールド・サブシディアリー3・リミテッド

管理会社 UBSオコーナー・エルエルシー


